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研究成果の概要（和文）： 
現代社会がかかえる様々な紛争やコンフリクトの解決を目指して、法学、経営学、経済学、

哲学、心理学、交渉学等の知見を複眼的に動員、再構成し、包括的な「交渉紛争解決学」を確

立する学問的基盤の形成を試みた。1 年目に研究目的の合意形成に向けたワークショップを実

施し、2 年目で論文執筆に傾注した。その成果は、『現代社会と紛争解決学～学際的理論と応用

～』として書籍化されることとなった。 
 

研究成果の概要（英文）： 
 To seek the resolution of various disputes and conflicts occurring in modern society, 
we tried to establish a platform of comprehensive discipline of “negotiation and conflict 
resolution” by inviting and rebuilding inter-disciplinary perspectives as law, 
management, economics, philosophy, psychology and negotiation. We coordinated a workshop 
for making consensus into the purpose of the study as first year activity, then, in the 
second year, we concentrated on writing a paper in each academic aspect.  
The outcome of our study is combined as a book of “Dispute Resolution in Modern society: 
inter-disciplinary perspectives” 
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１．研究開始当初の背景 
  現代社会に生起する様々な種類やレベル
の紛争問題に対して、政治的、経済的、心
理的な問題解決が、個別の事例について個
別に提案されてきた。しかし多くの紛争問
題はそうした個別対応だけでは容易に解
決せず、たとえ一見解決したかにみえても、
爾後に多くの課題を残している。つまり、
紛争において用いられる学問的知見が紛
争問題の解決に実際にどのような貢献を

しうるかを明らかにしたうえで、各専門領
域がそれぞれの学問的特質を発揮して現
代社会の紛争問題に対応できるような包
括的な学問体系の在り方を提示する必要
がある。 

 
２．研究の目的 
  以上のことから、本研究では法学、経済
学・経営学、心理学、哲学、交渉学など、
紛 争解決の場面で個別に用いられてき
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た学問的体系が紛争解決においてそれぞ
れどのようなメカニズムでどのような貢
献をするのかを明らかにするための理論
的、実証的検討を行うこととした。 

 
３．研究の方法 
  研究方法は、1)文献的検討と実際の紛争
解決プロセスの実態調査を通じて、紛争解
決に必要な学問的アプローチの種類とメ
カニズム、期待される貢献度について明ら
かにして、「紛争解決学」の再構成を提案
すること、2)具体的な社会事例や実験的な
調査結果を通じて、そうした学問的再構築
が実際にどう貢献するかを提示すること。 

 である。 
 
４．研究成果 
  本研究の成果は、1)1 年目の成果として、 

各分野の基礎的論文や知見(理論実証と 
も)が提起され、それをもとにワークショ 
ップを開催して各専門分野の紛争解決に 
対するアプローチの違いや期待される貢 
献度について共通認識を得た。そして 2)2 
年目の成果として、各分野の研究者が当該 
分野の専門的アプローチから紛争解決問 
題をテーマとした研究論文を執筆し、それ 
をまとめて、論文集「現代社会と紛争解決 
～学際的アプローチ～」(ナカニシヤ出版 
から出版予定)を作成した。 
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